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1   (,   い。/f ソアミレ アｙ つづ レ， ずソブナレ ア･レコづ レの麿 的 産化ケ なく ノア七トア

/レデ 已ド 俗とビう ア/レデ ビド 防恂坤り傾(sir-, i
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A -73 圧力釜x-･の加圧加軋 二よ るア ぶノ酸 の分僻 に ついT  ( 第2 報)
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目的　 前回のアい 酸単独 虎の加圧 加熱it よる撫 安定性 の実 験 に続 いて， グルコ ー

入共存下z-(D 穴 ノ酸 の熱安定 性,こついてm 験 し, 分解率 £調り む分解 曲線 色得乙

曲線 に近 似I  だ家験 式£求 わた．

ろ 域 必須 了い 酸 り
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酸<n 分解 について調 べ'た．
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アルコース 共存下て'i±アル キ・二>, メ チオニン．コ ロリス ジジシ塩酸塩 ．ヒス 多ジ

>, ス レオユン,   iり ん フェニル アラニンが 分解牢 大 で．D イシ犬 インa イシズ
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